
若者の７割超「自分の市場価値上げたい」
い
な
と
り
荘
（
静
岡
県
・
稲
取
温
泉
）

新
人
研
修
、若
手
社
員
の
育
成
に
つ
い
て

松
本
楼
（
群
馬
県
・
伊
香
保
温
泉
）

「Ｚ世代のキャリア観に関する意識調査」
ＳＨＩＢＵＹＡ１０９l a b ．調べ

※明確な定義は存在しない
Ｚ世代 １９９０年代後半～２０１２年ごろに生まれた若者を指す

仕事は自分軸、意欲高く
「自分のペースで」８割

（９） 第３２１８号第３種郵便物認可２０２４年（令和６年）４月２２日（月曜日）

　Ｚ世代が新入社員として入社する今の時
代、価値観の異なる若者へのマネジメントに
頭を悩ませる企業も多い。そこで、Ｚ世代のキ
ャリア観について調査した結果を示すととも
に、人手不足や若手の早期離職が課題に挙が
る宿泊業界で、新人研修や若手社員の育成に
力を入れる二つの旅館に話を聞いた。

お茶出し研修の様子

松本由起女将

食事処での接客研修

村木康之社長
　
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｙ
Ａ
１
０
９

エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
が
運
営

す
る
新
し
い
世
代
に
特
化
し

た
若
者
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調

査
研
究
機
関
「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｂ
Ｕ

Ｙ
Ａ
１
０
９
ｌ
ａ
ｂ

」
は

こ
の
ほ
ど
、
同
社
が
実
施
し

た
「
Ｚ
世
代
の
キ
ャ
リ
ア
観

に
関
す
る
意
識
調
査
」
の
結

果
を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
よ

る
と
、
バ
リ
バ
リ
働
い
て
い

き
た
い
と
回
答
し
た
人
は
約


％
に
と
ど
ま
る
も
、
自
分

の
ペ
ー
ス
で
成
長
し
た
い
人

が
約

％
、
自
分
の
市
場
価

値
を
上
げ
た
い
人
が
約

％

と
、
一
定
の
成
長
意
欲
が
み

ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
調
査
は
今
年
１
月
に
Ｇ
Ｍ

Ｏ
の
リ
サ
ー
チ
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
を
利
用
し
て
実
施
。

１
都
３
県
（
東
京
都
・
神
奈

川
県
・
千
葉
県
・
埼
玉
県
）

に
在
住
す
る

～

歳
の
男

女
４
３
８
人
の
回
答
を
得

た
。

　
働
き
方
に
関
し
て
、

「
『
バ
リ
バ
リ
』
働
い
て
い

き
た
い
」
と
回
答
し
た
人
は


・
１
％
（
「
と
て
も
当
て

は
ま
る
」
「
当
て
は
ま
る
」

計
）
だ
っ
た
。
一
方
で
、

「
自
分
の
ペ
ー
ス
で
成
長
し

た
い
」は

・
１
％（
同
）、

「
自
分
の
市
場
価
値
を
上
げ

た
い
」
は

・
１
％
（
同
）

と
な
り
、
「
仕
事
に
お
け
る

Ｚ
世
代
の
成
長
意
欲
は
自
分

軸
で
決
定
さ
れ
る
傾
向
に
あ

る
」
と
同
社
は
分
析
し
て
い

る
。

　
働
く
環
境
に
つ
い
て
、

「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

を
大
事
に
し
た
い
」
は

・

９
％
（
同
）
。
「
『
快
適
な

職
場
』と
し
て
求
め
る
要
素
」

に
つ
い
て
は
、
「
休
み
が
取

り
や
す
い
・
多
い
」
が

・

６
％
で
最
多
。
次
い
で
「
残

業
時
間
が
少
な
い
」
が

・

８
％
、
「
優
し
い
人
が
多
そ

う
」
が

・
６
％
だ
っ
た
。

　
入
社
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
つ

い
て
、
Ａ
Ｉ
に
は
代
わ
ら
れ

な
い
よ
う
な
ス
キ
ル
を
身
に

付
け
た
い
と
回
答
し
た
人
は


・
３
％
（
「
と
て
も
当
て

は
ま
る
」
「
当
て
は
ま
る
」

計
）
。
入
社
後
ど
の
よ
う
に

活
躍
し
た
い
か
に
つ
い
て

は
、
「
周
囲
の
人
に
頼
り
に

し
て
も
ら
え
る
」
が

・
９

％
で
最
多
。
次
い
で
「
一
緒

に
働
い
て
い
る
人
や
同
じ
チ

ー
ム
の
人
に
認
め
ら
れ
る
」

が

・
６
％
だ
っ
た
。

　
調
査
結
果
に
つ
い
て
、同

社
の
長
田
麻
衣
所
長
は
、「
ワ

ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
重

視
す
る
な
ど
、一
見
仕
事
に

対
す
る
意
欲
が
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
が
ち
な
若
者
だ
が
、

市
場
価
値
を
高
め
る
こ
と
も

含
め
、一
定
の
成
長
意
欲
を

持
っ
て
い
る
実
態
が
み
ら
れ

る
。現
在
、人
手
不
足
が
深
刻

化
し
て
い
る
中
、貴
重
な
働

き
手
で
あ
る
若
者
の
就
業
意

識
に
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る

が
、無
闇
な
過
保
護
体
制
で

は
な
く
、成
長
の
見
え
る
化
、

個
々
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
た

成
長
支
援
な
ど
、若
手
の
成

長
支
援
と
向
き
合
う
プ
ロ
セ

ス
の
見
直
し
が
必
要
」と
コ

メ
ン
ト
し
た
。

　
静
岡
県
東
伊
豆
の
温
泉
旅

館
、海
一
望
絶
景
の
宿
い
な

と
り
荘（
村
木
康
之
社
長
）

は
、今
年
度
４
人
の
新
入
社

員
を
迎
え
た
。新
人
研
修
は

１
カ
月
間
。社
会
人
と
し
て

の
あ
る
べ
き
姿
、そ
し
て
同

旅
館
の
社
員
と
し
て
の
心
構

え
や
、ス
キ
ル
を
磨
く
。

　
新
人
研
修
の
主
な
内
容

は
、会
社
理
念
の
説
明
、接
客

・
清
掃
の
ル
ー
ル
説
明
お
よ

び
実
践
練
習
な
ど
。加
え
て
、

宿
泊
客
の
立
場
か
ら
客
観
的

に
接
客
を
学
ぶ
た
め
、１
泊

研
修
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
研
修
担
当
は
内
容
に
よ
っ

て
管
理
職
や
若
手
社
員
、外

部
講
師
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ

が
、仕
事
に
対
す
る
不
安
、慣

れ
な
い
一
人
暮
ら
し
の
生
活

面
は
、入
社
２
～
３
年
目
の

若
手
社
員
が
中
心
と
な
っ
て

フ
ォ
ロ
ー
す
る
。

新
入
社
員
の
印
象

に
つ
い
て
、村
木

社
長
は「
新
入
社

員
は
と
て
も
明
る

く
、元
気
。そ
の
印

象
と
は
真
逆
に
、真
面
目
に

取
り
組
む
様
子
が
印
象
的

で
、日
々
成
長
を
実
感
し
て

い
る
」と
話
す
。

　
正
社
員
の
う
ち
、
３
分
の

１
が

代
の
社
員
が
働
く
同

旅
館
で
は
、
若
手
社
員
の
離

職
理
由
の
第
１
位
に
「
勤
務

体
制
」
が
挙
が
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
午
後

～
翌
日
朝
ま
で
の
た
す
き
掛

け
シ
フ
ト
を
見
直
し
、
現
在

は
朝
の
仕
事
を
完
全
分
業
化

す
る
こ
と
で
丸
１
日
の
休
み

確
保
に
成
功
。
若
手
社
員
の

声
に
耳
を
傾
け
、
社
員
の
定

着
化
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　
今
後
若
手
社
員
の
活
躍
の

場
と
し
て
生
き
る
と
考
え
て

い
る
の
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
。
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
は

３
・
７
万
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
超

え
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
も
ス
タ

ー
ト
し
た
。
村
木
社
長
は
、

「
現
在
は
広
報
担
当
が
主
に

行
っ
て
い
る
が
、
若
手
社
員

も
自
ら
撮
影
に
写
り
込
ん
だ

り
と
楽
し
む
様
子
も
み
ら
れ

る
。
若
手
社
員
を
巻
き
込
み

な
が
ら
リ
ア
ル
な
旅
館
の
姿

を
発
信
で
き
れ
ば
」と
語
る
。

　
入
社
後
は
、
上
司
と
面
談

し
な
が
ら
目
標
設
定
し
て
い

く
の
が
一
般
的
だ
が
、
同
旅

館
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、

半
年
に
１
度
、
自
身
で
目
標

設
定
を
行
い
、
目
標
数
値
を

決
め
て
取
り
組
む
「
５
％
チ

ャ
レ
ン
ジ
活
動
」
を
実
施
し

て
い
る
。
自
ら
目
標
を
設
定

す
る
こ
と
で
自
己
成
長
に
つ

な
げ
る
ほ
か
、
達
成
度
の
高

い
社
員
が
出
場
で
き
る
大
会

も
設
け
て
お
り
、
社
員
の
士

気
を
高
め
て
い
る
。

　
「
自
分
の
た
め
に
働
く
の

が
一
番
だ
が
、
旅
館
や
お
客

さ
ま
の
こ
と
を
思
っ
て
意
欲

的
に
働
い
て
く
れ
る
若
手
社

員
が
多
い
」
と
村
木
社
長
。

〝
お
客
さ
ま
第
一
主
義
〟
を

掲
げ
る
同
旅
館
の
目
指
す
姿

を
実
現
す
る
た
め
、
今
後
も

若
手
社
員
の
成
長
意
欲
に
つ

な
が
る
改
革
を
行
っ
て
い

く
。

　
や
さ
し
さ
と
触
れ
合
い
を

コ
ン
セ
プ
ト
と
す
る
群
馬
県

・
伊
香
保
温
泉
の
旅
館
、
松

本
楼（
松
本
光
男
社
長
）は
、

正
社
員

人
の
う
ち
、

人

の

代
が
在
籍
し
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
新
た
に
６
人
の

新
入
社
員（
第
２
新
卒
含
む
）

が
加
わ
り
、
若
手
社
員
が
主

体
・
意
欲
的
に
働
け
る
成
長

支
援
に
力
を
入
れ
る
。

　
新
人
研
修
期
間
は
約
３
週

間
。入
社
か
ら
半
年
間
は
、新

入
社
員
に
入
社
２

～
３
年
目
の
若
手

社
員
が
１
人
ず
つ

付
い
て
指
導
す
る

「
エ
ル
ダ
ー
制
度
」

を
導
入
し
て
お

り
、研
修
期
間
中
は
全
て
の

新
入
社
員
と
関
わ
れ
る
よ

う
、ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
な

が
ら
実
務
指
導
や
サ
ポ
ー
ト

を
行
う
。年
の
近
い
社
員
が

直
接
関
わ
る
こ
と
で
新
入
社

員
の
不
安
や
悩
み
を
軽
減

し
、職
場
へ
の
柔
軟
な
適
応

を
図
る
の
が
ね
ら
い
。

　
研
修
で
は
、
伊
香
保
の
温

泉
街
を
巡
り
接
客
に
必
要
な

知
識
を
得
る「
観
光
地
研
修
」

を
初
日
に
実
施
。そ
の
後
は
、

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
活
用
し
た

座
学
、
ふ
す
ま
の
開
閉
や
部

屋
案
内
な
ど
の
実
践
に
励

む
。
「
知
識
の
飲
み
込
み
は

早
く
、
意
欲
的
に
学
ぼ
う
と

す
る
姿
勢
が
印
象
的
。
厳
し

い
言
葉
を
投
げ
か
け
る
の
は

私
た
ち
管
理
職
の
役
目
な
の

で
、
先
輩
社
員
に
は
『
ど
ん

な
小
さ
な
こ
と
で
も
褒
め
る

よ
う
に
』
と
伝
え
て
い
る
」

と
松
本
由
起
女
将
は
語
る
。

　
研
修
の
後
半
に
実
施
す
る

「
１
泊
２
日
研
修
」
は
、

〝
新
人
研
修
は
先
輩
の
学
び

の
場
〟
の
考
え
の
も
と
、
入

社
３
年
目
の
若
手
社
員
が
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
・
進
行
し
、

社
会
人
と
し
て
の
本
質
や
キ

ャ
リ
ア
に
つ
い
て
考
え
る
。

「
接
客
を
す
る
上
で
の
所
作

も
大
事
だ
が
、
社
会
人
に
な

る
上
で
人
間
と
し
て
ど
う
あ

る
べ
き
か
、
自
分
自
身
を
見

つ
め
る
時
間
も
新
入
社
員
に

は
必
要
。
こ
れ
ま
で
は
外
部

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
依
頼
し
て
い
た
が
、

自
ら
の
手
で
作
り
上
げ
る
経

験
が
、
若
手
社
員
の
成
長
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
」

と
松
本
女
将
。

　
新
人
研
修
後
は
年
２
回
、

上
司
と
面
談
を
行
い
、
仕
事

や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況

を
確
認
す
る
。
以
前
、
若
手

社
員
か
ら
「
仕
事
が
素
早
い

人
は
時
間
内
に
終
わ
る
の

に
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
仕
事

を
し
て
い
る
人
に
だ
け
残
業

代
が
つ
く
の
は
不
平
等
だ
」

と
い
う
声
が
挙
が
り
、
す
ぐ

に
固
定
残
業
代
を
導
入
し

た
。
社
員
か
ら
の
要
望
を
見

え
る
形
で
経
営
に
反
映
す
る

こ
と
で
、
社
員
の
成
長
意
欲

を
後
押
し
す
る
。

　「
若
手
社
員
を
は
じ
め
、老

若
男
女
問
わ
ず
活
躍
し
て
い

る
の
が
松
本
楼
の
強
み
。だ

が
、表
に
立
つ
の
は
あ
く
ま

で
も
若
手
社
員
な
の
で
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
っ

か
り
取
り
な
が
ら
、若
手
が

育
つ
組
織
を
構
築
し
て
い
き

た
い
」と
松
本
女
将
は
話
す
。

き
め
細
や
か
な
指
導
で
、若

手
社
員
の
定
着
化
に
も
つ
な

げ
た
い
考
え
だ
。


